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表－ 1 試験体一覧

側面接着シート
試験体名 目付量 繊維 接着高さ 接着

(g/m2) 強化方向 (cm) 範囲

S0 - - - -

S1-cr1,2,3 2方向 -cr1/h1/v1

S1-h1,2,3 415 梁軸方向 : 8.7 cm
S0

S1-v1,2,3 梁高さ方向 -cr2/h2/v2
試験体の

S2-cr1,2,3 2方向 : 12.5 cm
主鉄筋

S2-h1,2,3 830 梁軸方向 -cr3/h3/v3
降伏

S2-v1,2,3 梁高さ方向 : 19.8 cm
領域

1. はじめに
本研究では，計算終局点到達前にシート剥離により終局に至る剥

離破壊型 1)と予想される FRPシート曲げ補強 RC梁の効率的なシー
ト剥離抑制法の確立を目的に，梁側面に FRPシートを接着した FRP

シート曲げ補強 RC梁の静的 4点曲げ載荷実験を実施した．
2. 実験概要
表－1には，本実験に用いた試験体の一覧を示している．本実験

に用いた試験体は，側面接着シートの目付量を 2種類，繊維強化方
向を 3種類，接着高さを 3種類とし，側面接着シートのない試験体
も含めた全 19体の RC梁である．表中，試験体名の第 1項目は，側
面接着シートの目付量（S0: 側面接着シートなし，S1: 415 g/m2，S2:
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図－ 1 試験体の形状寸法および配筋状況

830 g/m2)，第 2項目は側面接着シートの繊維強化方向 (-cr: 2方向，-h:

梁軸方向，-v:梁高さ方向）と接着高さ (1: 8.7 cm，2: 12.5 cm，3: 19.8

cm)の組み合わせを示している．
図－1には，本実験に用いた試験体の形状寸法および配筋状況を

示している．試験体は，断面寸法 (梁幅 ×梁高) 15 × 25 cm，純スパ
ン長 2.6 m，上・下端鉄筋にそれぞれ D19，D13を 2本ずつ配筋した
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図－ 2 シートの補強概要 (S1/S2-v3試験体)

複鉄筋矩形 RC梁である．図－2には，本実験に用いた試験体の補
強概要を示している．曲げ補強シートには，目付量 830 g/m2，幅 130

mmのアラミド繊維製 FRPシート (弾性係数：118 GPa，引張強度：
2.06 GPa，破断ひずみ：1.75 %)を 1層用いることとした．また，そ
の接着範囲は梁中央から両支点の 100 mm手前までとしている．な
お，曲げ補強シート上には，ひずみゲージを 100 mm間隔および載
荷点直下に貼付けている．側面接着シートの梁軸方向接着範囲は S0
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図－ 3 無次元荷重－変位関係

試験体の計算終局時における主鉄筋降伏領域 1)と
設定している．なお，実験時におけるコンクリー
トの平均圧縮強度は 26.1 MPa，主鉄筋の降伏強度
は D13，D19でそれぞれ 394，386 MPaであった．
3. 実験結果および考察
3.1 無次元荷重－無次元変位関係
図－3には，各梁の無次元荷重－無次元変位関

係を S0試験体の実験および計算結果と比較して示
している．図より，S0試験体は主鉄筋降伏後に剛
性勾配が低下して，計算終局点に到達する前に急
激な荷重低下を示して終局に至っていることが分
かる．これに対して，繊維強化方向を 2方向およ
び梁軸方向として側面接着した S1-cr/h試験体は，
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写真－1 S1-v3試験体の載荷点近傍にお
ける側面接着シートの破断状況

いずれの場合も S0試験体の荷重および変位を上回った後に終局に至ってい
ることから，剥離抑制効果が発揮されていることが分かる．一方，繊維強
化方向を梁高さ方向とした S1-v試験体の場合には S0試験体と同程度かも
しくはそれを下回る状態で曲げ補強シートが剥離し終局に至っている．こ
れは，写真－1に示すように側面接着シートの横糸が曲げひび割れに沿っ
て破断し，その裂け目部分で躯体がせん断方向にずれ，曲げ補強シートを
押し下げるピーリング作用が励起されシートが剥離したためと考えられる．
側面接着シートの目付量が多い S2-cr/h試験体では S0試験体よりも耐

力は大きいものの，小さい変位レベルでシート剥離に至っている．一方，
S2-v試験体に関する終局荷重および変位は S0試験体に比較して小さい．このことより，側面接着シートの目付量が多
い場合には，曲げ補強のみの試験体よりも小さな変位レベルで曲げ補強シートが剥離する傾向にあることが明らかに
なった．S1-cr/h試験体を対象に，シートの接着高さの影響に着目して検討すると，接着高さを梁高さの 1/2 (12.5 cm)

とした試験体でほぼ計算結果に対応する補強効果が出現していることから，接着高さは梁高さの 1/2程度以上は必要で
あるものと推察される．
以上のことより，側面接着により S0試験体の計算終局耐力および変位を保証できる効率的な接着高さは，本研究の

範囲内では梁高の 1/2程度であり，シートの繊維強化方向は 2方向あるいは梁軸方向であることが明らかになった．
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図－ 4 曲げ補強シートのひずみ分布およびひび割れ性状

3.2 曲げ補強シートの剥離性状
図－4には，例として目付量の異なる 2 方向

シートで側面接着した S1/S2-cr2試験体の曲げ補
強シートのひずみ分布および剥離進展状況を示
している．なお，S1-cr2試験体の場合には S0試
験体の計算終局変位時の状況を，S2-cr2試験体
の場合には実測最大荷重時の状況を示している．

S1-cr2試験体に関するひずみ分布から，側面
接着シートの補強範囲における等せん断力区間
内で計算値を上回るひずみが発生し，ピーリン
グ作用による部分剥離が顕在化していることが
分かる．しかしながら，曲げ補強シート接着端部での発生ひずみは計算値と同程度であり，曲げ補強シートの定着は確
保されているものと推察される．また，載荷点近傍の曲げ補強シートに若干の部分剥離が見られるものの，未だ全面剥
離には至る傾向にないことが分かる．
一方，S2-cr2試験体は，等曲げ区間では計算結果とほぼ同等であるものの，等せん断力区間では計算結果よりも大き

いひずみが発生している．また，側面接着シートの接着端部では計算値を上回るひずみが発生している．写真からは，
側面接着シート端部近傍に斜めひび割れの発生が認められる．このことより，側面接着シートの繊維強化方向が 2方向
あるいは梁軸方向であり側面接着シートの目付量が多い場合には，前述のように載荷点近傍に発生する斜めひび割れの
抑制のみならず，曲げ補強効果も期待できるため，接着端部において段落し的な挙動を示したものと考えられる．
4. まとめ
本研究より，側面接着法によって効率的に FRPシート曲げ補強 RC梁のシートの剥離を抑制するためには，繊維強化

方向を 2方向または梁軸方向とし，補強範囲を梁軸方向に計算終局時の主鉄筋降伏領域，梁高さ方向には梁高の 1/2程
度とするべきであることが明らかになった．ただし，側面接着シートの目付量が多い場合には曲げ補強のみの試験体よ
りも小さい変位レベルで剥離する傾向にあることから，最適な目付量の選定が重要であるものと判断される．
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